
「新聞の投書を読み比べようJ(東京書籍・ 6年上)の授業プラン
栗原小学校浅員梓輝

(1)教材について

平成23年度になり新学習指導要領の全面実施が始まった。新学習指導要領の国語科では，新聞の積極的な活用

が彊われている。それに伴い，新たに出版された耕ヰ書にも新聞を教材とした単元が設けられている。本稿では，

東京書籍6年上に掲載された「新聞投書を読み比べようJの授業計画を提案する。

初めてこの教材を一読したときに，違和感を感じた。それは，普段目にする新聞の投稿欄とは様子が違うからえ

多くの新聞の投書闘には 1つのテーマに沿って開高がなされていない。多様なジャンルの意見が掲載されている

のである。例えば2011年4月14日付けの読売新聞に掲載された投書の見出しには次のようなものがある。「す

てきな出会いがありますようにJ，r銭湯は日本文化存続してほしいJ， rw月曜は休むな』母の教えに感詩札「被
災地に届けるお金ためてますし「東北の産品買い経済的な応援をJ。東日本大震災に関わる投書が2つあるが，そ

れ以外の投書には一貫性がない。そこで本教材の工夫が見られるのは，テーマが一貫した投書を時系列に紹介する

ことで，同じテーマで異なる考えの投書の比べ読みができるようになっている。

そこで本教材については，児童は比べる視長を明確にしながら読むことができる，と考えた。投書①「限界をこ

えた投球には疑問Jでは， rスポーツは楽しみながら適度に行うものである。jという考えを読者に訴えている。そ
れに対し投書②では「勝利のためならある程度の負担は必要である。j と反論している。さらに，投書③・④では

それぞれの二つの投書に対して，他の読者がそれぞれ感じた共感を同日に再度投書にしている。つまり，単なる意

見文の連続ではなく，誰かの意見に「掬惑すること・違う考えを持つこと』の姿を本教材が示唆していることを子

どもに気づかせた川投書をした者は，↑静Rの発信者であると同時に，読者であることや，相手の意見や考えがあ

るからこそ，自分も考えるきっかけが生まれることを知らせたい。

(2)学習目標について

①価値目標について

国語科「読むこと オJでは， r本や文章を読んで考えたことを発表しあい，自分の考えを広げたり深めたり
すること。Jが指導事項になっている。

小学校第5学年及び第6学年の道徳の内容では r2 主として他の人とのかかわりに関することjにおいて

r (4)謙虚な心をもち，広い心で自分と異なる意見や立場を大切にする。Jと示されている。
児童が意見や主張を持ったときに，別の立場に立ってそれらについて考えることが「考えを広げたり深めたり

しようとする態度を育てるJことにつながると考える。この単元は，まさにそれを実践できる絶好の機会と言え

るだろう。教材文では， rスポーツがどうあるべきかJについて4人の投書が挙げられる。加えてこれらの投書は，
樹高された順に掲載され，それぞ、れの意見が前の投書を踏まえて書かれたものになっている。そのため，児童は

読むと同時に，それらの意見の関わりについて考えることができる。

自分たちが意見を発信するとき，受信する相手がいることも考えさせた川新聞を単に↑静Rの発信源と捉える

のではなく，それを読む多くの受信者がいて，また，自分たちも投書という形で発信源になることができ，さら

にはそれが社会参加になることを、この単元を通して気付いてほしい。そこで，価値目標として「自分とは異な

る意見や立場を大切にしながら，投書を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりする。j

を設定したv'o

②技能目標

(ア) 関連する学習指導要領の目標

第5学年及び第6学年の C読むことの指導事項における効果的な読み方に関する指導事項のイでは「目的に

応じて，本や文章を比べて読むなどの効果的な読み方を工夫すること」を示している。また，ウでは「目的に応

じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想、，意見などとの関係、を押さえ，自分の考えを
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明確にしながら読んだりすることJ が示されている。

また，オ「自分の考えの形成及ひと交流に関する指導事項jでは， r本や文章を読んで考えたことを発表し合い，
自分の考えを広げたり深めたりすること。Jとカ「目的に応じた読書に関する+昏草事項lでは旧的に応じて，

複数の本や文章などを選んで、比べて読むことjが挙げられている。

さらに，第5学年及び第6学年「読むことjの言語活動例では， rイ 自分の課題を解決するために，意見を
述べた文章付手説の文章などを利用することJでは「意見や解説の文章は，書き手の立場や考え方が強く反映し

ているので，それらに注意して読み，自分との相違点などに注意して利用することが重要で、あるJ とある。

以上を根拠に本単元の技能目標を考えることとする。

(イ) 教材に即して学習指導要領の目標を改変した目標

本単元において上述した学習指導要領をもとにさらに絞って考えてみる。

本教材文の中に，次のような文章がある。

新聞投書を読むときは.書き手の意見や主張を読み取るだけではなく，根拠としてどのような事実や資料が使

われ，どのように理由が述べられているかを考えることも大切です。そうして，理由づけの仕方や根拠の挙げ方

に説得力があるかどうか.書き手の意見や主張に対してどう思うか，自分の考えをしっかりと持つようにしまし

ょっ。

この文章に，本単元・本教材が期待する児童像が描かれているのだろう。

以上のようなことから考えて，私は本単元の技能目標を「効果的な読み方の工夫をし，文章の内容を的確に押

さえて要旨をとらえ，事実と感想，意見などとの関係を押さえることで，自分の考えを明確にしながら読むこと。

さらにそれらを交流することで，自分の考えを広げたり深めたりすること。Jと設定したlt¥

つまり，投書を読むことで，その文章の妥当性を考え， r自分が術号するかどうカリを児童が考えなければな
らない。また、術専したのであるのならば文章中からその「理由付けの仕方や根拠の挙げ方jを的確に導き，

説明する児童を育てることが目標であると言えよう。

③態度目標

②で述べたことから，態度目標を「投書や意見式を読むことに前向きな姿勢を持ち，自分が術専出来るかどう

かを考えながら読むことができる。j と設定した。

(3)言語活動と活動目標

①活動目標

本単元での活動目標を「納得する投書で、ノミネルヂイスカッションをして，友達にも『納得した!JIと言っても

らおう。Jとした。この活動目標に向かうために次のような言吾活動を設定した。

②言語活動

(ア)テーマ (rスポーツがどうあるべきか'J)について，児童の意見や思いがあることをE臨する。新聞投書を

もとにポスターセッションをする計画を立てる。<ml時)

(イ)4つの投書を読み，文覇蒔成が同じであることを確かめる。。高2時)

(ウ)それぞれの投書の意見や主張，読み手を説得するための理由付けの仕方や根拠の挙げ方の工夫を知る。(第

3時)

(ヱ)4つの投書から，自分の車内得する投書を選び，その納得した観長整理し，パネルに表す。(第4時)

(オ)ポスターセッションを行い，交流する。(第5時)
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(カ)ポスターセッションの振り返りを行い，新聞から児童一人ひとりが選んだ投書を学習したことを意識しな

がら読む。(第6日寺)

(4)方法と評価

活動目標=単元名(新聞の投書を読み比べよう)全6時間

言語活動 学習目標 評価方法

導入 |投書①を読み，スポーツについて (態度目標の形成) 発表

話し合う。それぞれの児童が意見 投書や意見文を読むことに前向

や思いを持っていることを確認す きな姿勢を持ち，自分が納得出来

る。ポスターセッションをする計 るかどうかを考えながら読むこ

画を立てる。 とができる。

展開 (技能目標形成)

新関投書について紹介し，教科書 どの投書も，文章構成が「話題の|ノート・ワークシート

の4つの投書を読みそれぞれの文 提示j・「書き手の意見や主張J• 

章構成に気づく。(第2時) 「第一の理由や根拠J・「第二の理

由や根拠j・「予想される反対意見

に対する反論j・「書き手の考えJ

になっていることを知る。

そ仰の駒意見や主張読内みをすることで読みの姿|川発表

み手を説得するための理由付けの 勢を身につける。

仕方や根拠の挙げ方の工夫を知 投書の意見や主張，読み手を説得

る。(第3時) するための理由付けの仕方や根

拠の挙げ方の工夫がどれに当た

るか，次から選ぶ。

自分の経験を述べる

-見たり聞いたりしたことをの

ベる

-資料にもとづく具体的なデー

タを使う

有名な人の言葉を引用する

4つの投書から，自分の納得する 四つの投書の中から自分が納得|ワークシート

投書を選び，その納得した観点整 できる意見や主張を述べている

理し，パネルに表す。(第4時) ものを選ぶ。

自分の選んだ投書の文章構成と

なぜ自分が納得したのかという

理由をパネルに表す。

ポスターいヨン恥交流|評恥尚一遠の発表を|語表

する。(第5時) 聞きながら，考えを深める。

また，友達の意見を聞いて，自分

とは異なる立場でも，共感し視野

が広がる発表であれば，感想とし

て気づきを書く。
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終結 ポスターセッションの振り返りを (価値目標形成) ノート

行う。児童一人ひとりが新聞から 自分とは異なる意見や立場を

投書を選ぶ。選んだ投書を学習し 大切にしながら，投書を読んで

たことを意識しながら読む。(第6 考えたことを発表し合い，自分

時) の考えを広げたり深めたりす

ることができたかを振り返る。

(5 )おわりに

本稿の(2)において，投書を読むことは社会参加につながると書いた。私は，本単元を計画するこ

とを通して，教科書がきっかけとなって子どもが自発的に新聞をめくり，投書を読む姿を「社会参加j

への第一歩ではなし、かと思うようになった。その原動力となるのは，授業を通して習得した技術を用い

て読みたいと思う意欲と，自分の考え以外にもいろいろな考え方が世の中にはあることに気づき，その

多様性に興味や関心を持つことではないだろうか。この二つの原動力が生まれるような授業を行う環境

は，児童同士がその存在を認め合う学級集団であると考える。「国語を教えるJことと， r国語で教えるj
ことの両方を意識して教壇に立ちたい。
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